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ス
ペ
イ
ン
葦
（
一
九
三
六
’
三
九
年
）
た
け
な
わ
の
一
九
三
七
年
十
二
月
一
日
、
日
本
政
府
は
、
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
政
府
と
鼠

（
１
）
 

一
父
断
絶
し
、
フ
ラ
ン
。
政
権
（
プ
ル
ゴ
ス
政
権
）
の
正
式
承
認
を
宣
言
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
、
共
和
国
政
府
の
マ
ド
リ
ー
ド
か
ら
バ
レ
ン
シ
ア
（
一
一
一
六
年
十
一
月
六
日
）
、
さ
ら
に
パ
ル
セ
ロ
ー
ナ
（
一
一
一
七
年
七
月

一
一
一
十
一
日
）
へ
の
移
転
、
ゲ
ル
ニ
カ
の
被
爆
（
一
一
一
七
年
四
月
一
一
十
六
日
）
を
頂
点
と
す
る
北
部
戦
線
の
崩
壊
（
同
年
六
月
十
九
日
）
、
共

和
風
陣
営
で
の
政
治
路
綴
を
め
ぐ
る
内
部
抗
争
と
バ
ル
セ
ロ
「
ナ
の
市
街
戦
（
同
年
吾
三
’
八
日
）
の
勃
発
と
悪
の
露
な
ど
、

共
和
国
側
の
軍
事
的
な
ら
び
に
政
治
的
な
劣
勢
は
否
め
が
た
い
と
し
て
も
、
共
和
国
軍
は
、
依
然
と
し
て
、
マ
ド
リ
ー
ド
を
含
む
中
央

地
帯
、
バ
レ
ン
シ
ア
か
ら
北
上
す
る
地
中
海
岸
一
帯
を
把
握
し
、
着
々
と
塗
塁
を
強
化
し
て
い
た
し
、
他
方
、
ブ
ラ
ン
コ
政
権
側
は
、

政
治
的
陰
謀
と
権
力
坑
争
の
真
只
中
で
、
ま
だ
「
政
府
」
を
樹
立
す
る
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
（
第
一
次
ブ
ラ
ン
コ
「
政
府
」
の
成
立

は
、
一
一
一
八
年
一
月
一
一
一
十
日
）
こ
と
か
ら
し
て
、
交
戦
中
の
両
陣
営
に
と
っ
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
の
決
定
的
な
勝
敗
は
、
ま
だ
見
極
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ヌ
ソ
ツ
ア
８
ニ
ソ
ト

そ
れ
故
、
こ
の
時
点
一
ま
で
に
ブ
ラ
ン
コ
政
権
を
承
認
し
て
い
た
の
は
、
も
と
も
と
こ
の
ス
ペ
イ
ン
正
規
軍
の
軍
事
蜂
起
の
謀
議
段

ス
ペ
イ
ン
戦
争
と
日
中
戦
争

１
フ
ラ
ン
。
政
権
承
認
を
め
ぐ
る
日
本
の
軍
部
外
交
に
つ
い
て

Ｉ 

川

成
洋

Hosei University Repository



150 
階
か
ら
全
面
的
に
肩
入
れ
し
、
叛
乱
軍
の
通
商
部
を
リ
ス
ボ
ン
に
設
置
さ
せ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府
は
い
う
に
及
ば
ず
、
こ
の
戦
争

の
火
蓋
が
切
ら
れ
て
わ
ず
か
一
ヵ
月
以
内
に
、
大
規
模
な
兵
員
と
兵
器
を
送
り
込
み
、
単
な
る
「
軍
事
蜂
起
」
を
「
内
戦
」
に
拡
大
さ

せ
て
し
ま
い
、
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
去
就
に
直
接
的
な
関
わ
り
と
現
実
的
な
利
害
関
係
の
あ
っ
た
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
両
政
府
（
一
一
一
六

年
十
一
月
十
八
日
）
の
他
に
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
政
府
（
同
年
十
一
月
十
日
）
、
ア
ル
バ
ニ
ヤ
政
府
（
同
年
十
一
月
一
一
十
六
日
）
、
ニ
カ
ラ
グ

ァ
政
府
（
同
年
十
一
一
月
一
一
日
）
、
バ
チ
カ
ン
政
府
（
一
一
一
七
年
八
月
五
日
）
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
政
府
は
、
こ
う
し
た
政
府
、
な
か
ん
ず
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
政
府
ほ
ど
、
ブ
ラ
ン
コ
政
権
と
実

質
的
な
関
連
性
が
な
い
ば
か
り
か
、
こ
の
戦
争
の
原
因
と
な
っ
た
社
会
的
、
政
治
的
背
景
す
ら
知
悉
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、

ス
ペ
イ
ン
戦
争
の
勃
発
時
に
お
い
て
は
、
す
で
に
対
ソ
政
策
と
中
国
問
題
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
を
対
岸
の
火

事
と
し
て
等
閑
視
し
、
一
一
一
六
年
七
月
一
一
十
八
日
、
ブ
ル
ゴ
ス
政
府
の
基
醗
と
な
っ
た
、
叛
乱
軍
将
軍
ら
に
よ
る
「
国
家
防
衛
評
議
会
」

ラ
ン
ク
・
デ
プ
ニ
ソ
ャ
・
ナ
ッ
オ
ナ
ル
（
２
）

（
同
年
七
月
二
十
三
日
）
の
、
議
長
ミ
ゲ
ー
ル
・
カ
バ
ネ
ー
ャ
ス
将
軍
の
名
で
承
認
と
援
助
の
要
諦
を
、
つ
い
で
二
日
後
の
一
一
一
十
日
に

同
旨
趣
の
要
請
を
も
無
視
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
や
領
事
館
の
扉
の
彼
方
で
も
、
三
六
年
八
月
一
一
十
六
日
、
駐
日
ス
ペ
イ
ン
公
使
館

の
叛
乱
軍
（
彼
ら
の
一
一
一
一
口
葉
を
借
り
る
な
ら
、
「
革
命
軍
」
）
支
持
の
宣
言
と
、
在
神
戸
領
事
と
在
横
浜
価
事
の
「
一
、
革
命
軍
二
対
シ

テ
ハ
絶
対
支
持
。
一
一
、
政
府
耶
二
対
シ
テ
ハ
現
政
府
ノ
在
外
使
臣
ト
シ
テ
忠
実
ナ
ル
ヘ
シ
、
但
シ
母
国
ノ
共
産
主
義
化
一
一
厘
蝿
」

の
芦
川
、
共
和
国
政
府
に
よ
る
駐
日
ス
ペ
イ
ン
公
使
の
罷
免
と
臨
時
公
使
の
任
命
（
一
一
一
七
年
一
一
一
月
一
一
十
九
日
）
、
さ
ら
に
日
本
政
府
の

着
任
状
受
理
、
前
駐
日
ス
ペ
イ
ン
公
使
の
公
使
館
明
渡
し
の
拒
否
と
臨
時
公
使
館
の
開
設
（
同
年
四
月
二
十
八
日
）
な
ど
、
共
和
国
政

府
垂
嚇
と
叛
乱
軍
（
革
命
軍
）
支
持
の
一
一
派
に
分
裂
し
対
立
す
る
と
い
っ
た
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
の
余
波
が
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
の
は
獅

実
だ
が
、
日
本
政
府
は
、
静
観
主
義
の
姿
勢
を
く
ず
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
対
岸
の
火
事
視
的
な
対
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
堅
持
し
て
い
た
日
本
政
府
が
、
し
か
も
既
述
し
た
よ
う
な
混
迷
せ

ろ
ス
ペ
イ
ン
内
外
の
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ラ
ン
コ
政
権
へ
の
正
式
承
認
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
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イ
ギ
リ
ス
の
保
守
系
穏
健
派
の
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
に
、
日
本
の
ブ
ラ
ン
コ
政
権
承
認
問
題
に
関
し
て
、
注
目
す
べ
き
記
事
が
褐
敏
さ

（
５
）
 

れ
て
い
る
。
そ
れ
『
ｂ
は
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
満
州
国
承
認
と
日
本
の
ブ
ラ
ン
コ
政
権
承
認
と
が
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
側
か
ら
の

交
換
条
件
の
よ
う
だ
と
報
じ
て
い
る
。

具
体
的
に
、
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
関
係
部
分
だ
け
を
引
用
す
る
と
（
引
用
文
は
、
す
べ
て
拙
訳
に
よ
る
）
、
三
七
年
一
月
十
二
日
付
の

「
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
」
〔
東
京
特
派
員
一
月
十
一
日
発
〕
に
は
、
「
日
本
政
府
は
、
ブ
ル
ゴ
ス
政
府
の
承
認
を
考
え
て
い
な
い
と
声
明
し
た
。

い
か
な
る
軍
事
視
察
団
も
ス
ペ
イ
ン
へ
派
遣
し
て
い
な
い
し
、
外
交
団
も
全
貝
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
国
外
へ
退
去
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

政
府
が
関
知
す
る
限
り
で
は
、
た
だ
一
人
の
日
本
人
も
ス
ペ
イ
ン
に
は
閉
ま
っ
て
い
な
い
」
。
こ
れ
は
実
質
的
な
静
観
主
義
の
表
明
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
急
転
回
し
た
た
め
に
、
同
年
十
一
月
十
九
日
付
の
「
日
本
の
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
承
認
」
〔
東
京
特
派
員
十
一
月
十
八
日

発
〕
に
は
、
「
日
本
政
府
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
コ
政
権
を
、
近
い
将
来
に
承
認
す
る
で
あ
ろ
う
。
正
式
承
認
の
要
諦
が
、
ド
イ
ツ

と
イ
タ
リ
ア
の
支
持
を
受
け
て
、
ブ
ラ
ン
コ
将
軍
か
ら
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
外
交
ル
ー
ト
を
経
由
し
て
な
さ
れ
た
。
新
聞
界
の
風
説

に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
本
の
同
盟
国
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
急
接
近
は
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
満
州
国
承
認
と
関
述
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
出
来
事
は
同
時
に
宣
言
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

ス
ペ
イ
ン
に
対
す
る
日
本
の
関
心
は
極
め
て
弱
く
、
〔
中
略
〕
現
在
ま
で
の
日
本
の
対
ス
ペ
イ
ン
外
交
は
、
一
種
の
中
立
主
義
、
ま
た

は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
無
関
心
主
義
を
と
っ
て
き
た
。
日
本
の
外
交
官
は
、
こ
と
ご
と
く
ス
ペ
イ
ン
か
ら
退
去
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

〔
後
略
〕
」
。
さ
ら
に
、
同
年
十
一
月
二
十
日
付
の
「
日
本
と
ブ
ラ
ッ
セ
ル
宣
言
」
〔
東
京
特
派
員
十
一
月
十
九
日
発
〕
に
は
、
「
ブ
ラ
ン

コ
政
権
の
承
認
の
日
付
は
、
ま
だ
決
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
世
論
は
、
こ
の
よ
う
な
急
を
用
す
る
承
認
に
全
く
興
味
を
も
っ
て
い
な
い
。

や
か
つ
犬
。

こ
う
し
た
日
本
政
府
の
対
ス
ペ
イ
ン
外
交
の
方
針
の
変
更
に
驚
き
を
示
し
た
の
は
、
一
九
三
六
年
九
月
九
日
に
設
置
さ
れ
た
「
ス
ペ

イ
ン
不
干
渉
委
員
会
」
の
加
肌
国
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
こ
の
委
員
会
の
実
質
的
な
立
案
者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
反
応
は
索
速

Ⅱ 
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そ
し
て
、
新
聞
の
論
説
委
員
た
ち
も
、
日
本
が
承
認
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
を
読
者
に
知
ら
せ
よ
う
と
は
し

（
６
）
 

な
か
っ
た
。
『
朝
日
新
聞
』
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
偶
然
そ
の
こ
と
に
着
目
し
、
反
コ
ミ
ン
ー
フ
ル
ン
戦
線
強
化
の
一
手
段
と
し
て
、
フ

ン
ン
コ
政
権
の
承
認
を
評
価
し
て
い
る
。
〔
後
略
〕
」
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
一
日
付
の
「
日
本
、
ブ
ラ
ン
コ
を
承
認
す
」
〔
東
京
特
派
員

十
一
月
三
十
日
発
〕
に
は
、
「
日
本
の
内
閣
は
、
今
日
、
一
致
し
て
ブ
ラ
ン
コ
を
承
認
し
た
。
さ
ら
に
、
遅
滞
な
く
天
皇
の
認
証
が
下

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
宣
言
は
、
明
日
発
表
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
〔
中
略
〕
こ
の
よ
う
な
進
展
は
、
昨
晩
の
イ
タ
リ
ア
の
満
州
国
承
認

の
後
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
イ
タ
リ
ア
の
満
州
国
承
認
は
、
新
聞
界
に
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の

は
、
こ
の
イ
タ
リ
ア
の
満
州
国
承
認
は
、
重
要
な
大
国
で
あ
り
国
際
連
盟
の
加
盟
国
が
こ
の
件
で
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
最
初
の
事
件

を
、
明
ら
か
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
〔
後
略
〕
」
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
二
日
付
の
「
日
本
の
ブ
ラ
ン
コ
承
認
」
〔
東
京
特
派
員
十
二
月
一

日
発
〕
に
は
、
「
日
本
の
ブ
ラ
ン
コ
政
梅
の
承
認
が
、
今
日
、
正
式
に
宣
言
さ
れ
、
ひ
き
つ
づ
き
明
日
、
同
様
に
満
州
国
政
府
も
ブ
ラ

ン
コ
政
権
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
夕
刻
に
発
表
さ
れ
た
日
本
の
外
務
省
の
声
明
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ン
コ
将
軍
の
正
式
承

認
は
、
世
界
中
い
た
る
と
こ
ろ
の
共
産
主
義
に
敵
対
す
る
三
国
同
盟
の
団
結
し
た
行
動
の
一
部
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
ろ
。
そ
の
決

議
書
の
中
に
、
『
日
本
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
間
に
、
い
ま
現
に
あ
る
親
密
な
関
係
を
確
実
に
増
強
す
る
』
と
い
う
重
要
な
項
目
が

見
い
出
さ
れ
る
。
日
本
の
外
務
省
に
よ
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
陰
謀
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
人
民
戦
線
の
諸
々
の

活
動
の
中
に
、
そ
の
源
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
追
撃
す
る
政
漿
に
関
し
て
、
日
本
が
ブ
ラ
ン
コ
将
耶
と
一
致
す
る
た

め
に
、
ブ
ラ
ン
コ
将
軍
は
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
一
一
一
日
付
の
「
ド
イ
ツ
の
満
州
国
承
認
」
〔
東
京
特
派
員
十
一
一

月
二
日
発
〕
に
は
、
「
ド
イ
ツ
は
満
州
国
を
す
で
に
原
則
的
は
承
認
し
て
い
た
が
、
そ
の
正
式
承
認
の
宣
言
が
、
即
座
に
期
待
さ
れ
え

な
い
。
イ
タ
リ
ア
の
満
州
国
承
認
は
、
東
京
が
期
待
し
て
い
た
よ
り
も
、
早
目
に
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
の
外
務
省
で
、
今
日

の
午
後
、
満
州
国
大
使
と
ス
ペ
イ
ン
代
理
公
使
は
、
各
々
の
政
府
が
双
方
と
も
承
認
し
合
う
と
い
う
覚
筈
き
を
交
換
し
た
。
ブ
ラ
ン
コ

側
の
旗
が
、
今
日
、
日
本
の
外
務
大
臣
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
両
大
使
の
見
守
る
中
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
新
代
理
公
使
デ
・

カ
ス
テ
ィ
リ
ョ
氏
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
に
か
か
げ
ら
れ
た
」
。

こ
の
よ
う
に
、
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
、
日
本
の
対
ス
ペ
イ
ン
外
交
を
め
ぐ
っ
て
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
満
州
国
承
認
問
題
を
示
唆
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し
て
い
る
。
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
論
調
は
、
か
ね
て
か
ら
日
本
の
対
中
国
政
策
に
敏
感
で
、
す
で
に
ブ
ラ
ン
コ
政
権
と
通
商
条
約
を
締

結
し
（
三
七
年
十
一
月
十
一
日
）
、
事
実
上
、
正
式
政
府
と
し
て
承
認
の
意
向
を
固
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
側
の
思
惑
を
表
明
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
「
交
換
条
件
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
点
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
日
本
側
の
資
料
は
見
当
ら
な
い
。

だ
が
、
こ
の
「
交
換
条
件
」
説
は
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
と
は
い
い
切
れ
な
い
。

日
独
防
共
協
定
の
締
結
（
三
六
年
十
二
月
二
十
四
日
）
に
際
し
て
、
「
日
独
防
共
協
定
の
結
果
、
共
同
歩
調
で
ブ
ラ
ン
コ
を
日
本
が

（
７
）
 

承
認
す
る
と
い
う
噂
が
流
れ
た
」
と
駐
ス
ペ
イ
ン
矢
野
公
使
の
有
田
外
相
宛
の
三
六
年
十
一
一
月
四
日
付
の
電
文
は
、
結
局
、
ブ
ラ
ン
コ

側
の
過
剰
な
期
待
か
ら
の
噂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
「
防
共
協
定
」
に
イ
タ
リ
ア
が
参
加
し
、
枢
軸
三
国
の
「
防
共
協
定
」
が
締
結

さ
れ
て
（
三
七
年
十
一
月
六
日
）
、
は
じ
め
て
両
国
か
ら
具
体
的
に
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
承
認
が
う
な
が
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
満
州
国
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
一
一
四
年
（
康
徳
元
年
）
時
点
で
の
、
サ
ル
パ
ド
ル
共
和
国
（
三
月
一
一
一
日
）
、
バ
チ
カ
ン
政

（
８
）
 

府
（
四
月
十
八
日
）
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
（
十
月
二
十
六
日
）
の
一
一
一
カ
国
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
以
降
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
（
一
一
一
七
年
十
一

（
９
）
 

月
一
一
一
十
日
）
、
ブ
ラ
ン
コ
政
権
（
同
年
十
二
月
二
日
）
、
ド
イ
ツ
政
府
（
三
八
年
一
一
月
二
十
五
日
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
、

鮨挙引池奉季辮恥巍唾迩揮誰纐州騨汚忰輝繩鰍麺蝿磐飛ご毛硅癖辮搾順匪却酎碗鋒麺趣幟』薄聚一万李辮邨電研諏
（
、
）

政
府
代
表
者
『
カ
ス
チ
ョ
』
宛
公
文
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
相
互
承
認
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
実
的
推
移
か
ら
し
て
、
日
本
政
府
の
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
承
認
と
、
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
の
満
州
国
承
認
と
が
、
「
交

換
条
件
」
と
し
て
映
っ
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。

と
も
あ
れ
、
日
本
に
と
っ
て
、
泥
沼
化
す
る
日
中
戦
争
の
活
路
を
求
め
る
た
め
に
も
、
満
州
国
の
承
認
が
緊
急
課
題
で
あ
り
、
し
か

も
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
大
車
事
大
国
か
ら
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
が
国
際
的
孤
立
状
況
か
ら
脱
却
す
る
契
機
と
な
り

え
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
日
本
政
府
の
ブ
ラ
ン
コ
政
権
承
認
は
、
単
に
満
州
国
承
認
か
ら
み
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
の
対
ス
ペ
イ

ン
外
交
の
変
更
の
現
実
的
動
因
と
し
て
、
対
ソ
政
略
な
い
し
対
ソ
戦
略
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
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一
九
三
○
年
の
満
州
国
の
建
国
以
降
、
日
本
の
勢
力
価
囲
が
北
満
一
帯
に
拡
大
し
、
日
ソ
両
箙
が
満
ソ
国
境
を
隔
て
て
対
時
し
、
例

え
ば
、
飛
行
機
の
越
境
や
不
時
着
、
松
花
江
航
行
中
の
汽
船
の
被
弾
、
国
境
守
備
隊
の
衝
突
と
い
っ
た
国
境
紛
争
事
件
が
、
一
九
三
一

（
吃
）

年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
一
五
○
件
、
一
九
一
一
一
五
年
だ
け
で
一
七
六
件
も
頻
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
一
一
六
年
三
月
十
六
日
、
駐
ソ
太

凪
為
吉
大
使
に
よ
る
、
満
ソ
東
部
国
境
（
興
凱
湖
ｌ
図
棡
江
）
の
聖
の
た
め
の
一
溌
墓
員
会
」
の
殺
瞳
の
交
渉
が
、
日
独
防
共

（
烟
）

協
定
締
結
の
た
め
に
、
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
勃
発
時
期
に
は
、
す
で
に
、
日
本
政
府
は
ソ
連
の
政
略
お

よ
び
戦
略
の
両
面
の
動
き
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
三
六
年
十
月
十
九
口
、
ス
ペ
イ
ン
不
干
渉
条
約
の
ソ
述
の
「
不
拘
束
」
宣
言
と
共
和
国
へ
の
耶
瓢
顧
問
を
含
む
兵
、
、
兵

器
、
食
料
な
ど
の
全
面
的
援
助
の
開
始
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
国
際
義
勇
兵
の
一
「
国
際
旅
団
」
の
投
入
開
始
な
ど
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン

戦
争
に
関
す
る
ソ
連
の
動
き
の
輪
郭
を
捉
え
て
い
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
の
両
陣
営
の
ど
ち
ら
を
支
持
す
る
か
明
確
に

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
日
本
の
「
防
共
路
線
」
か
ら
く
る
対
ソ
戦
略
の
伏
線
は
引
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ソ
連
の
動
向
と
軍
事
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
正
規
の
外
交
と
い
う
よ
り
も
、
い
わ
ゆ
る
一
軍
部
外
交
」
に

重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
ｕ
）
（
巧
）

（
焔
）

た
し
か
に
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
前
後
に
、
青
木
新
、
矢
野
風
、
高
岡
槙
一
郎
の
三
公
使
が
次
々
と
着
任
し
て
い
た
が
、
矢
野
風
の
任
期

中
に
ス
ペ
イ
ン
戦
争
が
勃
発
し
、
彼
や
後
任
の
高
岡
禎
一
郎
も
戦
塵
を
避
け
て
ス
ペ
イ
ン
国
外
に
退
去
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
職

種
的
な
外
交
活
動
に
専
念
で
き
な
か
っ
た
と
恩
わ
わ
れ
る
。
彼
ら
の
活
躍
の
舞
台
は
、
む
し
ろ
、
日
本
に
お
い
て
、
親
ブ
ラ
ン
コ
的
な

（
Ⅳ
）
 

新
聞
記
覗
、
論
文
、
対
談
な
ど
を
新
聞
や
雑
誌
に
載
せ
る
と
い
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
外
交
官
と

し
て
の
活
躍
は
、
日
本
政
府
の
ブ
ラ
ン
コ
承
認
前
後
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
も
、
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
正
統
性
を
補
強
し
た
り
、
ブ
ラ
ン
コ

（
＄
）
 

躯
に
「
駆
逐
艦
二
隻
識
渡
サ
ル
ル
可
能
性
ア
リ
ヤ
」
と
打
寵
し
た
、
三
八
年
一
一
一
月
十
三
日
の
広
田
外
相
宛
高
岡
禎
一
郎
極
秘
電
報
と
い

っ
た
、
ま
だ
勝
利
を
砿
信
し
え
な
い
ブ
ラ
ン
コ
顕
へ
の
支
援
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

Ⅲ 
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こ
う
し
た
外
交
官
の
活
動
と
は
別
に
、
「
軍
部
外
交
」
は
、
対
ソ
戦
略
上
、
有
効
な
成
果
を
収
め
た
と
い
え
よ
う
。

蚊
初
の
参
謀
本
部
に
宛
て
た
電
文
は
、
次
の
よ
う
な
、
三
六
年
十
一
月
七
日
付
参
謀
次
長
宛
、
波
蘭
公
使
節
付
武
官
の
極
密
電
報
で

あ
っ
た
。
「
波
蘭
参
謀
本
部
ノ
調
査
二
依
レ
ハ
約
一
月
前
『
マ
ド
リ
ッ
ド
』
一
一
赴
任
セ
ル
酵
邦
新
武
官
ハ
『
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
』
機

？
・

械
化
第
十
一
師
団
ノ
旅
団
長
コ
レ
フ
少
将
ナ
リ
、
同
少
将
ハ
政
府
ポ
ノ
指
揮
一
一
任
シ
ッ
ッ
ア
リ
ト
ノ
噂
ア
リ
。
十
月
九
日
ヨ
リ
十
月
一
一

十
日
一
一
亙
り
西
班
牙
二
向
ケ
発
港
セ
ル
輸
送
船
ハ
十
一
、
内
各
一
ハ
西
班
牙
及
希
臘
船
、
他
ハ
騨
邦
船
ナ
リ
、
縦
戦
品
ハ
飛
行
機
、
袋

（
⑲
）
 

甲
自
動
車
、
戦
車
、
自
動
車
、
山
砲
等
ニ
シ
テ
飛
行
機
、
戦
車
ノ
操
縦
者
ハ
約
百
六
十
名
ナ
リ
ト
参
考
迄
」
。
ま
た
、
同
年
十
二
月

一
一
十
八
日
付
参
謀
次
長
宛
、
仏
国
大
使
館
付
武
官
の
極
秘
髄
報
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
西
班
牙
政
府
凧
ハ
愈
怪
英
斯
科
政
府
ノ
同

意
ヲ
得
、
再
上
『
マ
ド
リ
ッ
ド
』
ノ
撤
退
ヲ
決
シ
タ
ル
如
シ
、
一
方
莫
斯
科
政
府
ハ
『
カ
タ
ロ
ー
ー
ャ
』
ノ
根
拠
地
守
備
ヲ
完
成
セ
リ
瀞

邦
ノ
編
成
二
依
ル
国
際
共
産
混
成
旅
団
十
五
ノ
内
精
鋭
六
個
ヲ
控
置
シ
ア
リ
、
空
軍
ハ
十
二
中
隊
百
八
ヲ
有
ス
司
令
官
ハ
有
名
ナ
ル
飛

行
家
シ
エ
ス
タ
コ
フ
ナ
リ
。
〔
中
略
〕
『
カ
タ
ロ
ニ
ャ
』
ノ
蘇
邦
守
備
ハ
其
ノ
八
十
『
パ
ー
セ
ン
ト
』
ハ
蘇
邦
ノ
人
一
一
シ
テ
、
参
謀
部
ニ

ハ
イ
ブ
ア
ン
・
ル
ポ
ー
ル
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
・
ス
タ
ア
ネ
、
ス
タ
ニ
ュ
ラ
ス
・
ル
ウ
グ
等
ア
リ
、
斯
ク
シ
テ
蘇
邦
ハ
遂
二
地
中
海
上
二
其

（
印
）

勢
力
確
立
ヲ
完
成
セ
リ
ト
」

と
こ
ろ
が
、
三
六
年
十
月
下
旬
、
仏
大
使
館
付
駐
在
武
官
西
浦
進
陸
嗣
大
尉
は
参
謀
本
部
よ
り
、
ブ
ラ
ン
コ
凧
側
を
視
察
す
る
よ
う

（型）（皿）
令
命
を
う
け
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
経
由
で
ブ
ラ
ン
コ
邪
の
仮
荷
都
サ
ラ
マ
ン
ヵ
に
赴
い
た
。
だ
が
、
サ
ラ
マ
ン
ヵ
で
は
、
日
本
が
ブ
ラ
ン
コ

政
権
未
承
認
の
た
め
、
ほ
ぼ
監
禁
同
様
の
状
態
で
過
ご
し
て
い
る
う
ち
、
日
独
防
共
協
定
が
締
結
さ
れ
た
の
を
知
り
、
サ
ラ
マ
ン
カ
に

い
た
ド
イ
ツ
大
使
ハ
ウ
ペ
ル
将
軍
に
「
日
独
防
共
協
定
成
立
に
方
り
、
自
分
は
ス
ペ
イ
ン
に
あ
る
『
ソ
』
軍
の
情
報
蒐
集
の
た
め
派
遣

さ
れ
た
が
、
〔
中
略
〕
任
務
達
成
で
き
な
い
悩
況
に
あ
る
」
と
巾
し
入
れ
、
彼
の
伝
手
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ン
コ
凧
の
参
謀
刑
長
よ
り
、

通
訳
将
校
一
名
と
自
動
車
一
合
を
提
供
さ
れ
、
国
内
の
戦
線
視
察
許
可
証
を
交
付
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
西
浦
は
、
日
本
の
武
官
と
し
て
、

は
じ
め
て
ブ
ラ
ン
コ
軍
を
観
戦
で
き
た
の
で
あ
る
。

っ
た
。

こ
の
二
篇
の
脳
文
は
、
た
し
か
に
、
ソ
連
叩
の
情
報
を
伝
え
て
い
る
が
、
と
も
に
駐
在
光
で
収
架
し
た
間
搬
的
な
梢
報
に
す
ぎ
な
か
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こ
の
三
通
の
電
報
か
ら
し
て
も
、
ソ
連
の
兵
器
や
兵
員
、
戦
略
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
具
体
的
で
な
く
、
現
地
で
「
観
戦
武
官
」

の
任
務
に
つ
い
た
日
本
の
武
官
、
さ
ら
に
そ
の
報
告
を
受
信
す
る
参
謀
本
部
や
耶
令
部
に
と
っ
て
も
、
隔
靴
掻
痒
の
感
で
あ
っ
た
ろ
う
。

当
然
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
コ
軍
の
「
観
戦
武
官
」
か
ら
、
作
戦
部
に
関
与
す
る
「
作
戦
武
官
」
へ
の
進
展
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
た

め
に
は
、
日
本
政
府
の
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
承
認
が
必
要
な
前
提
要
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
七
年
十
一
月
六
日
付
参
謀
次
長
宛
の
大
島
独
逸
大
使
館
付
武
官
の
極
秘
電
報
は
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
如
実
に
報
告
し
て
い
ろ
。

。
、
二
週
間
余
オ
列
刻
刻
ノ
下
二
滞
在
シ
帰
独
セ
ル
刈
洲
川
刻
卜
本
日
会
見
シ
評
シ
ク
西
班
牙
事
情
ヲ
聴
取
セ
リ
其
要
旨
ハ
左
ノ
如

シ
。
〔
中
略
〕
ハ
、
フ
ハ
｜
挙
二
赤
軍
ノ
潰
滅
ヲ
企
図
シ
本
年
末
迄
ニ
ハ
攻
勢
ヲ
行
う
予
定
ナ
リ
〔
中
略
〕
、
一
一
、
〔
中
略
〕
英
国
力
其

政
治
的
並
経
済
的
利
益
ノ
為
フ
政
権
ヲ
承
認
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
ニ
ハ
結
局
時
間
ノ
問
題
卜
観
ル
ヘ
ク
今
回
ノ
代
表
者
派
遣
ハ
其
ノ
前
提
卜

認
ム
。
ホ
、
英
国
ノ
態
度
斯
ク
如
キ
ー
ー
於
テ
ハ
仏
国
ト
シ
テ
モ
之
卜
署
シ
ク
背
馳
シ
タ
ル
態
度
ヲ
持
続
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
ヘ
ク
又
仏
国
内

三
七
年
一
月
六
日
付
参
謀
次
長
宛
の
西
浦
進
大
尉
の
電
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
｜
、
〔
中
略
〕
独
国
ハ
革
命
軍
側
一
一
自
己
ノ

勢
力
ヲ
完
全
二
扶
植
セ
ン
ト
ス
ル
〔
中
略
〕
、
三
、
日
独
提
拠
ノ
今
日
政
府
側
公
然
日
本
ヲ
敵
視
シ
ア
リ
此
際
速
二
革
命
軍
人
連
絡
シ
テ

反
共
産
陣
営
ノ
重
鎮
ト
シ
テ
態
度
ヲ
明
ニ
シ
之
力
利
用
一
一
努
メ
ヌ
狐
国
力
西
斑
牙
ヲ
植
民
化
ス
ル
ニ
伴
上
将
来
独
逸
ノ
直
接
蘇
本
国
一
一

（
麹
）

対
ス
ル
圧
力
減
殺
ヲ
監
視
ス
ル
ヲ
要
ス
、
革
命
側
識
者
ハ
漸
次
独
国
ノ
野
心
ヲ
感
シ
始
メ
ア
リ
、
四
、
ソ
連
ノ
兵
器
ヨ
シ
」
。
ま
た
、

同
日
付
参
謀
次
長
宛
の
仏
国
大
使
館
付
武
官
の
極
秘
電
報
は
、
「
西
浦
大
尉
報
告
」
と
し
て
。
、
マ
ド
リ
ー
ド
戦
線
、
二
、
独
、
伊
、

蕪
の
飛
行
部
隊
、
三
、
政
府
露
の
反
日
姿
勢
、
四
、
今
迄
戦
場
二
現
ハ
レ
タ
ル
蘇
耶
兵
器
中
、
戦
闘
機
、
爆
撃
機
共
其
性
能
独
、
ノ
モ

（
型
）

ノ
ヲ
凌
キ
ァ
リ
」
と
報
生
□
し
、
さ
ら
に
両
軍
の
戦
力
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
翌
七
日
付
軍
務
局
長
宛
の
在
仏
国
大
使
館
は
海
軍
武
官
の
「
西
班
牙
反
軍
側
ヲ
視
察
セ
シ
我
国
陸
軍
将
校
ノ
談
ニ
ョ
レ

バ
」
と
い
う
極
秘
電
報
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
〔
前
略
〕
三
、
所
見
、
〔
中
略
〕
、
蘇
国
海
軍
ノ
進
出
ニ
依
り
独
伊
海
軍
卜
衝
突
ス

ル
コ
ト
ァ
ル
場
合
欧
州
戦
争
危
恨
ナ
シ
ト
セ
ズ
。
四
、
藤
ノ
飛
行
機
ハ
戦
場
一
一
テ
ハ
粉
砕
シ
ア
ル
ヲ
以
テ
性
能
調
査
困
難
ナ
リ
狐
国
人

ノ
談
二
依
レ
ハ
藤
ノ
戦
闘
機
ノ
性
能
ハ
独
ヲ
凌
ク
ト
尚
機
ヲ
得
次
第
飛
行
機
及
空
中
戦
闘
二
関
し
調
査
ス
。
航
本
総
務
部
長
一
一
伝
へ
ラ

（
霞
）

レ
度
‐
’
。
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日
本
の
ブ
ラ
ン
コ
政
権
承
認
以
降
、
ソ
連
軍
の
作
戦
の
実
体
を
把
握
す
る
た
め
に
、
一
一
一
八
年
三
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
ブ
ラ
ン
コ

頭
の
ア
ラ
ゴ
ン
攻
撃
に
際
し
て
、
駐
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
付
武
官
守
屋
精
顧
陸
軍
中
佐
は
、
作
戦
指
導
部
に
関
与
し
、
多
く
の
写
真
そ
の

他
の
資
料
を
持
ち
帰
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
三
八
年
四
月
二
十
八
日
付
参
謀
次
長
宛
の
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
付
武
官
の
「
〔
前
略
〕
天

（
釦
）

侯
ノ
不
良
ノ
為
待
機
（
当
地
目
下
雨
期
ナ
リ
）
僅
カ
ノ
前
進
ヲ
見
タ
ル
ノ
ミ
」
と
い
う
極
秘
電
報
に
も
、
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
、
承
認
の
結
果
、
ブ
ラ
ン
コ
軍
で
の
「
作
戦
武
官
」
と
し
て
の
好
待
遇
を
受
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
三
八
年
五
月
十
七

日
付
広
田
外
相
宛
の
駐
ス
ペ
イ
ン
公
使
高
岡
禎
一
郎
の
電
文
（
部
外
絶
対
極
秘
）
は
、
守
屋
の
受
け
た
好
待
遇
を
裏
付
け
し
て
い
る
。

「
守
屋
中
佐
ハ
『
ブ
ラ
ン
コ
』
将
軍
二
対
シ
我
軍
部
ノ
参
考
一
一
資
ス
ヘ
キ
蘇
連
製
歯
狸
武
器
（
特
二
戦
軍
ヲ
希
望
シ
其
ノ
製
造
費
十
万

（
皿
）

円
程
度
ノ
モ
ノ
ノ
由
）
ノ
識
与
ヲ
願
出
テ
タ
ル
趣
ナ
ル
カ
代
償
支
払
ノ
意
縛
ハ
ナ
シ
ト
一
一
一
一
ロ
ブ
」
。

こ
う
し
た
情
報
な
い
し
実
戦
の
作
戦
関
与
は
、
対
ソ
戦
略
を
推
進
し
て
い
た
軍
部
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
有
力
な
情
報
だ
っ
た
ろ
う
。

右
翼
各
派
ト
フ
ト
ノ
間
ニ
ハ
直
一
一
連
絡
設
定
セ
ラ
レ
ア
リ
（
以
上
極
秘
ト
セ
ラ
レ
度
）
。
二
、
情
報
以
上
ノ
加
キ
ヲ
以
テ
帝
国
ハ
既
ニ
フ

（
鰯
）

政
府
ヲ
承
認
ス
ヘ
キ
時
機
二
到
達
シ
ア
リ
ト
信
ス
ー
｜
・

（
”
）
 

こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
ド
・
リ
ュ
ー
ズ
に
避
難
し
て
い
た
矢
野
ス
ペ
イ
ン
公
使
（
十
一
月
十
八
日
付
）
、
武
者
小

（
班
）

路
ド
イ
ツ
大
使
（
十
一
月
十
二
日
付
）
か
ら
広
田
外
相
宛
に
、
ブ
ラ
ン
コ
軍
の
優
勢
と
ブ
ラ
ン
コ
政
権
承
認
を
促
す
電
報
を
獅
蕊
し
て

い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
十
一
月
一
一
一
十
日
、
閣
議
で
決
定
し
、
翌
十
一
一
月
一
日
、
枢
密
院
定
例
参
集
に
お
い
て
広
田
外
相
の
説
明
が
あ

こ
う
し
て
み
る
と
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
満
州
国
承
認
の
「
交
換
条
件
」
と
映

っ
た
日
本
の
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
承
認
は
、
単
に
満
州
国
承
認
に
よ
る
日
本
の
国
際
的
孤
立
状
況
か
ら
の
脱
却
の
み
な
ら
ず
、
日
中
戦
争

へ
向
け
て
、
も
は
や
対
ソ
政
略
を
氷
結
し
、
対
ソ
戦
略
へ
と
移
す
べ
く
重
要
な
布
石
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
外

務
省
と
軍
部
に
よ
る
「
二
重
外
交
」
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
も
、
「
軍
部
外
交
」
の
方
が
常
に
先
行
し
て
い
っ
た
、
日
中
戦
争
期
の
軍

つい

たる
ＣＯ 

Ⅳ 
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部
優
先
的
の
定
式
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南
端
で
勃
発
し
た
た
め
に
、
従
来
か
ら
、
一
九
三
○
年
代
の
欧
米
と
い
う
枠
組
に
の
み
限
定
し
て
捉
え
ら
れ

て
き
た
ス
ペ
イ
ン
戦
争
が
、
は
る
か
極
東
の
日
本
を
も
、
第
二
次
大
戦
の
前
哨
戦
と
し
て
、
そ
の
大
き
な
う
ね
り
に
巻
き
込
ん
で
い
た

証
左
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
一
九
三
六
年
九
月
二
十
九
日
、
サ
ラ
マ
ン
カ
近
く
で
、
モ
ラ
、
カ
バ
ネ
リ
ャ
ス
、
ブ
ラ
ン
コ
、
ケ
イ
ボ
・
デ
・
リ
ャ
ー
ノ
ら
叛
乱
耶
の
首
脳

が
、
「
国
家
防
衛
評
議
会
」
を
開
き
、
ブ
ラ
ン
コ
を
叛
乱
砿
の
「
政
府
主
搬
」
へ
「
顕
司
令
長
官
」
に
選
出
し
た
。
こ
の
政
府
を
、
「
サ
ラ
マ
ン

カ
政
府
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
同
年
十
月
一
日
、
プ
ル
ゴ
ス
で
ブ
ラ
ン
コ
が
正
式
に
就
任
し
、
中
央
政
府
機
関
と
し
て
国
家
専
川
評
識
会

を
設
悩
し
た
た
め
に
、
「
プ
ル
ゴ
ス
政
府
」
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
た
。

（
２
）
一
九
三
六
年
七
Ｎ
二
十
一
一
日
、
叛
乱
躯
の
指
導
者
モ
ラ
将
軍
は
、
叛
乱
叩
の
統
一
指
導
部
を
設
砒
す
る
た
め
に
、
ブ
ル
ゴ
ス
に
「
鬮
家
防
衛

評
議
会
」
を
樹
立
し
、
そ
の
繊
長
に
ミ
ゲ
ー
ル
・
カ
バ
ネ
ー
ャ
ス
将
軍
が
就
任
し
た
。
な
お
、
こ
の
時
点
で
は
、
ブ
ラ
ン
コ
将
躯
は
、
一
‐
国
家

防
衛
評
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
正
式
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
の
は
、
同
年
八
月
三
日
で
あ
る
。

（
３
）
外
務
省
資
料
、
講
外
国
内
政
関
係
雑
纂
（
二
）
西
国
の
部
、
内
乱
関
係
〔
新
政
府
承
認
を
含
む
〕
。

（
４
）
東
京
の
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
に
関
す
る
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
記
事
の
見
出
し
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

・
一
九
三
七
年
三
月
三
十
日
付

戦
乱
の
ス
ペ
イ
ン
非
常
時
臣

一
雌
代
理
公
使
に
紬
る

廿
二
歳
の
大
阪
外
語
教
授

我
外
務
省
に
突
如
通
告

留
守
役
は
〃
退
陣
診

半
歳
目
に
開
く
公
使
館

・
一
九
三
七
年
四
月
十
四
日
付

東
京
に
少
ス
ペ
イ
ン
内
乱
鞍
勃
発
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参
反
政
府
側
診
篭
城
し
て

新
任
公
使
を
拒
む

外
務
省
も
紛
糾
憂
慮

「
公
使
館
」
ニ
ッ
出
現

・
一
九
三
七
年
四
月
十
五
日
付

慎
重
に
対
策

”
二
つ
公
使
館
字

・
一
九
三
七
年
六
月
十
日
付

ス
ペ
イ
ン
代
理
公
使

挺
身
・
城
明
渡
し
交
渉

敵
味
方
に
分
れ
た
旧
友

に
和
解
日
遠
か
ら
じ

・
一
九
三
七
年
十
月
四
日
付

「
反
日
は
民
意
な
ら
ず
」

〃
赤
色
ス
ペ
イ
ン
ワ
に
反
駁
の
カ
氏

・
駐
日
代
表
間
に
微
妙
な
変
化

・
一
九
三
七
年
十
一
月
二
十
日
付

ブ
ラ
ン
コ
代
表

堀
内
次
官
訪
問

・
一
九
三
七
年
十
一
月
二
十
四
日
付

今
ひ
ら
く
少
開
か
ず
の
扉
診

髄
城
に
感
慨
カ
ス
テ
イ
ー
ョ
氏

西
班
牙
公
使
館
の
喜
び
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・
一
九
三
七
年
十
二
月
二
日

ブ
ラ
ン
コ
政
糎
承
認

外
相
、
力
代
表
に
宣
言

ス
ペ
イ
ン
国
民
の
歓
喜
を
伝
ふ

両
国
の
理
想
一
致
す

〔
カ
ス
テ
ィ
ー
ョ
駐
日
代
理
公
使
手
記
〕

（
５
）
「
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
期
の
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
関
係
の
記
事
は
、
八
筋
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
ス
ペ
イ
ン
戦
争
期
の
日
・

西
関
係
を
め
ぐ
る
英
紙
『
タ
イ
ム
ズ
』
の
論
調
に
つ
い
て
」
（
『
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
』
第
七
○
号
、
一
九
七
九
年
十
二
月
）
参
照
。

（
６
）
当
時
の
『
東
京
朝
日
新
聞
」
の
ス
ペ
イ
ン
戦
争
関
係
の
紀
襲
に
つ
い
て
は
拙
薔
編
『
資
料
・
三
○
年
代
風
本
の
新
聞
報
道
ｌ
ス
ペ
イ
ン

戦
争
の
受
容
と
反
応
』
（
彩
流
社
、
一
九
八
二
年
）
参
照
。

（
７
）
前
掲
、
外
務
省
資
料
、
各
国
の
態
度
（
三
）
。

（
８
）
「
在
奉
天
伊
太
利
国
総
領
事
ヨ
リ
満
州
国
外
務
省
宛
口
上
書
」
（
前
掲
、
外
務
省
資
料
、
満
州
国
承
認
問
題
一
件
）
。

（
９
）
「
在
本
邦
独
逸
国
代
理
大
使
『
ネ
ー
ペ
と
ヨ
リ
在
本
邦
満
州
国
大
使
玩
振
鐸
宛
公
文
」
（
前
掲
、
外
務
省
資
料
、
満
州
国
承
認
問
題
一
件
）
。

（
、
）
公
文
〔
舸
掲
‐
－
外
務
省
資
料
満
州
圏
承
認
問
題
一
件
ｌ
〕
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
・

以
掛
翰
啓
上
致
侯
陳
者
本
代
表
者
ハ
本
国
政
策
ノ
訓
令
ニ
依
り
閣
下
二
対
シ
左
ノ
通
申
進
ス
ル
ノ
光
栄
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ー
ー
侯

「
フ
ラ
ソ
コ
」
将
軍
閣
下
ノ
政
府
ハ
共
産
主
義
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
ノ
破
壊
的
活
動
ノ
防
遇
二
努
力
シ
依
テ
以
テ
世
界
ノ
秩
序
及

平
和
維
持
二
貢
献
セ
ン
ト
ス
ル
意
図
二
於
テ
満
州
帝
国
政
府
卜
一
致
ス
ル
ニ
依
り
絃
二
満
州
帝
国
ヲ
独
立
国
家
ト
シ
テ
又
満
州
政
府
ヲ
同

帝
国
政
府
ト
シ
テ
承
認
ス
ル
コ
ト
ヲ
宣
言
ス

「
ブ
ラ
ン
コ
」
将
軍
閣
下
ノ
政
府
ハ
満
州
帝
国
政
府
ト
ノ
間
二
絃
二
相
互
的
友
好
関
係
ヲ
確
定
的
二
股
定
ス
ル
ニ
当
り
満
州
帝
国
ノ
康
寧

及
繁
栄
ヲ
最
毛
切
実
二
祈
念
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

，
本
代
表
ハ
弦
二
閣
下
二
向
ツ
テ
敬
意
ヲ
表
シ
候

敬
具

勝
利
第
二
年
十
二
月
二
日
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恥
駐
捌
大
日
本
帝
国
満
州
帝
国
特
命
全
椛
大
使
、
．

院
擾
鐸
・

駐
剖
大
日
本
帝
国
「
ブ
ラ
ン
コ
」
将
軍
閣
下
ノ
「

い
‐
政
府
代
表
者
「
フ
ラ
ソ
シ
ス
ロ
・
ホ
セ
◇
デ
ル
・
カ
ス
チ
リ
ョ
」
貴
下
砂
「
：

（
辺
）
外
務
省
百
年
史
麺
騨
霧
委
員
会
編
『
外
務
省
の
百
年
」
（
原
書
房
一
九
七
九
年
）
下
巻
、
四
六
五
頁
。

（
週
）
：
前
掲
麺
輿
下
巻
，
四
六
六
頁
。
’
十
・
蔦
，

。
。
▲
。
Ｇ
１
，
。
。
．
‐
０
６
‐
可

（
辿
）
青
木
新
（
一
八
八
「
一
年
熊
本
県
生
）
、
一
九
○
七
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
織
華
業
、
一
九
○
八
年
十
日
爾
塗
父
官
ｐ
領
事
官
試
験
合

格
、
一
九
三
二
年
十
二
月
特
命
全
権
ス
ペ
イ
ン
公
使
、
一
九
一
一
一
六
年
一
月
十
二
日
同
公
使
辞
職
、
一
九
三
六
年
十
一
一
月
外
交
官
退
官
、
一
九
七

（
、
）
公
文
〔
邦
訳
ｌ
諭
掲
、
外
務
省
賢
料
、
満
州
鬮
承
認
闘
題
一
件
－
１
〕
に
よ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
．

此
瞥
翰
啓
上
僕
陳
者
本
使
ハ
本
国
政
府
ノ
訓
令
ニ
依
り
質
下
対
一
一
シ
テ
左
ノ
通
申
進
ス
ル
光
栄
ヲ
有
シ
候

棚
州
帝
国
政
府
ハ
共
璽
「
イ
ソ
タ
Ⅱ
ナ
ジ
ョ
ナ
ル
」
ノ
破
壇
的
活
動
ノ
防
過
二
努
力
シ
依
テ
以
テ
世
界
ノ
秩
序
及
平
和
維
持
二
貢
献
セ
ル

！
ト
ス
ル
意
図
二
於
テ
「
ブ
ラ
ン
コ
」
将
軍
閣
下
ノ
政
府
卜
一
致
ス
ル
ニ
依
り
絃
一
一
「
フ
ラ
ン
。
」
将
軍
閣
下
ノ
政
府
ヲ
西
班
牙
国
正
当
政

帝
国
政
府
ハ
「
ブ
ラ
ン
コ
」
将
軍
閣
下
ノ
政
府
ト
ノ
間
二
絃
二
相
互
友
好
関
係
ヲ
確
定
的
二
設
定
ス
ル
ニ
当
り
西
班
牙
国
ノ
康
寧
及
繁

栄
ヲ
設
毛
切
実
二
祈
念
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

本
使
ハ
絃
二
貴
下
二
回
ツ
テ
敬
意
ヲ
表
シ
候

敬
具

府
ト
シ
テ
承
認
ス
ル
コ
ト
ヲ
宣
言
ス

旗
徳
四
年
十
二
月
二
日

一
九
三
七
年
十
二
月
二
日

駐
剖
大
日
本
帝
国
「
ブ
ラ
ン
コ
」
将
軍
ノ
政
府
代
表
者

「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
ル
・
カ
ス
チ
リ
ョ
」

駐
剤
大
日
本
帝
国
満
州
国
特
命
全
権
大
使
「

屍
振
鐸
閣
下
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揚
げ
、

（
Ⅳ
）
拙
稿

（
畑
）
前
掲
、

（
四
）
同
右
。

（
加
）
同
右
。

（
皿
）
西
浦
蜂

（
躯
）
前
掲
》

（
鋼
）
前
掲
、

（
型
）
同
右
。

○
年
一
月
十
日
段
。

（
堰
）
矢
野
鼠
（
一
八
八
四
年
福
岡
県
生
）
、
」
九
一
一
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
科
卒
業
、
一
九
一
三
年
十
月
外
交
官
．
・
領
事
官
試
験
合

格
、
一
九
一
一
一
六
年
五
月
五
月
二
十
四
日
特
命
全
権
ス
ペ
イ
ン
公
使
、
一
九
四
○
年
外
交
官
退
官
、
外
務
省
嘱
託
、
一
九
四
一
年
仏
印
タ
イ
国
境

砿
定
委
員
会
日
本
委
員
、
一
九
六
二
年
二
月
四
日
段
。

（
咽
）
高
岡
槙
一
郎
（
一
八
九
五
年
新
潟
県
生
）
、
、
一
九
二
○
年
十
月
外
交
官
・
領
事
官
試
験
合
格
、
一
九
二
一
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治

科
卒
業
、
南
北
ア
メ
リ
カ
中
心
に
在
勤
、
一
九
三
四
年
九
月
二
等
脅
記
官
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
着
任
、
一
九
三
六
年
十
月
十
六
日
マ
ド
リ
ー
ド
引

揚
げ
、
一
九
三
七
六
月
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
在
勤
、
同
年
十
二
月
ス
ペ
イ
ン
代
理
公
使
と
し
て
サ
ラ
マ
ン
カ
着
任
。

（
Ⅳ
）
拙
稿
「
日
本
人
と
ス
ペ
イ
ン
戦
争
」
弓
日
本
の
一
九
三
○
年
代
』
彩
流
社
、
一
九
八
○
年
）
参
照
。

⑮
）
前
掲
、
外
務
省
疑
料
、
各
国
の
態
度
（
三
）
。

前
掲
、
外
務
省
変
料
、
各
国
の
態
度
（
三
）
。

同
右
。
こ
れ
に
は
、
別
紙
に
次
の
よ
う
な
、
戦
力
分
析
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
一
月
上
旬
西
国
内
乱
一
般
情
勢

兵
力
判
断

革
命
軍
側
・

政
府
側

十
月
頃

十
月
頃

南
方
五
万

七
万

十
万
北
方
三
万

西
方
二
万

飛
行
機
約
百
（
内
独
伊
ヨ
リ

十
二
月
迄

前
掲
醤
、
六
六
頁
。

同
右
。

Ｉ
 

西
浦
進
『
昭
和
職
争
史
の
証
言
」
（
原
書
房
、
一
九
八
○
年
）
参
照
。
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’~、〆、′■、〆、'■、′￣－

３１２９２８２７２６２５ 
，－'Ｌ'、二ミーノＬノ、ソ

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
拙
稿
「
ス
ペ
イ
ン
戦
争
と
巧
年
戦
争
」
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
三
月
十
日
付
）
の
補
稿
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同同同同同同
右右方右右右
も､､。､｡

十
一
月
下
旬

独
義
勇
軍
一
万

（
内
機
械
化
部
隊
及
高
射
砲
兵
員
四
千
ア
リ
）

十
二
月

伊
ヨ
リ
義
勇
叩
七
千

級
義
勇
躯
（
正
規
）

六
万
出
発

（
極
秘
）
。

（
極
秘
）
。

（
極
秘
）
。

（
極
秘
）
。

燥
蝉
五
十
）

藤
ヨ
リ

混
成
旅
団
十
五

兵
員
少
ク
モ
三
’
四
万

戦
車

一
○
七

火
砲

一一一一一ハ

自
動
貨
車
三
六
一

空
軍
十
二
中
隊
（
百
八
機
）

カ
タ
ロ
ー
ー
ヤ
防
徽
兵
一
万
五
千

潜
水
艦

三
艦

仏
国
ヨ
リ

義
剪
兵

二
万
五
千
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